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照者に比べ有意に高頻度であった｡うつ病性障害の発生率についても な差異 表2 介護
者と対照者における上気道感染の雁患頻
度と治癒期間および抑うつ状態の比較疲労状態 介護者 対照者(%) (%)
上気道感染の雁
患頻度 93.1 98.10-5回/午6回以上 69 1
9**87.1 92.4上気道感染の
治癒期間およそ 1週間2-3週間 7.6 6
. 21カ月以上
5.3 1.472

















つ病性障害なし 大うつ病症候群 特定不能のうつ病性障害 (%)(%) (%) (%)
全ての活動における興味や喜び 著しい減退 5.1 78
.1 37.0 8.1***食欲低下,体重減少
10 .2 61.6 45.7 11.4***気力減退 79 781 391 88
*不 眠 25.4 90.4 60.9 25.7**無価
値感 0.3 46.6 2.2 8.0***思考力や集中力の減退 6 6
0.3 34.8 16.7***疲労徴候インデックス Mean±StandardDeviation




介 護 者 7､ヽ
亡1うつ病性障害なし 大うつ病症候群 特定不能のうつ病性障害
(%)(%) (%
) (%)上気道感染の雁患頻度0-5回/午 95.8 81.9 93.5 9
8.1***6回以上/午上気道感染の治癒期間おおよそ 1週間 4.2 】8.1 6.5 】9925 657 87
.0 92.4***2-3週間 4.6
17.1 10.9 6.21カ月以上














における疲労状態と介護環境要因不安徴候 抑うつ状態 気力減退 イライラ感 一
一般的疲労感 慢性疲労 身体不調1日の生活状況 (自立度)1日中寝床についており介護を要する 21.3*** 24.6*** 26.2*** 24.
3*** 37.8*** 41.3*** 21.4**屋内での生活は何らかの介護を要するが坐位は保つことができる 20
.0 20.5 26.9 22.2 35.4 32.8 21.0屋内での生活はおおむね自立しているが介助なしに 外川は
できない 14.8 14.6 19.6 17.4 29.1 26.9 15.2日常生活はほぼ自立しており独力で外出する痴呆症状重 度 832 *** 93254*** 45304*** 852 0*** 44412*** 1 2425**
* 12.6234***中等痩 17.5 18.0 21.
9 21.3 33.5 32.5 18.5軽 度 9.5 10 .7 17.4
12.5 25.3 20.9 15.3な し失禁状態常にあり 12.7 13.8 17.6 40 72 31 4081
21.1* 25.3* 19.5 36.9** 37.3** 19.9*ときどきあり 20.2
21.4 27.0 22.6 36.7 34.7 22.1な し介護に対する意識家族だけで介護する 18.1 1 53 195 9 73 19943*** 146*** 192*** 5 *** 296*** 259***
16.1***福祉サービスを活用したい 22.7 23.8 29.7 25.4
39.6 41.6 22.4特別養護老人ホームに入所させたい 31.2
42.7 40.1 47.8 40.6 53.0 26.5他の
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表6 介護者における疲労状態と余暇時間
不安徴候 抑うつ状態 気力減退 イライラ感 一般的疲労感山 草堅
労 L空 体不調余暇時間あり 15.3 16.9 20.3* 20.
7 36.8 29.7余暇時間なし 21.6 24.0 31.5 26. 77 3
.6*p<0.05,文献5)より改変
影響するい くつかの要因が明らかとなってい
る｡まず,要介護老人に属する要因として,要
介護老人の自立度が挙げられる｡ 表5に示すご
とく,1日中寝床について介護を要する老人の
介護者は,より重度の疲労感を感じ
ており,抑うつ状態になる危険性も高い8)0
また,要介護老人に重度の痴呆症状がある場
令,介護者の疲労感はより重度であり,抑うつ
状態になる危険も高かった｡要介護老人に失禁
や麻痔がある場合
も,介護者の疲労感はより重度であった8)｡
その他の要因として,介護協力者がいるか否
かも介護者の健康状態に関連 しており,介護協
力者がいない場合,介護者はより重度の疲労
感を感じてお り,
抑 うつ状態になる危険も高 くなっていた8)｡
介護者の健康状態が悪化 した場合,特に疲労
感が重度になると,介護者の介護意識にも変化
が現れ,重度の疲労感を感じている介護者は要
介護老人を特別養護老人ホームへ入所させたい
と希望する者が多くなることも判明してい
る｡介護者の負担を軽減するために
以上のように要介護老人を介護する7割以上
の介護者が健康問題を抱えており,介護労働が
介護者に心身両面で大きな負担となることが明
らかとなっている｡ 特に,抑うつ傾向の強い介
護者は精神面だけでなく,身体的にも多くの問
題を抱え
ており,介護破綻を来す危険性を秘めていた｡
このような介護労働による介護者の負担を少
しでも軽減するために有効と考えられる対策の
1つとして,介護者が余暇時間をもてるよう支
援することも重要である｡ 表 6に示すごとく,
余暇時間をもっている介護者は,余暇時間のな
い介護者よりも疲労感が軽度であった｡介護者の健康管理のためにも,2000年 4月から導入さ
れた介護保険制度のサービスをさらに効果的に
活用し,介護者が自分自身のために使える時間
をもてるように,在宅サー
ビスの調整をしていくことがさら
に望まれる｡文 献
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